
チョークの3R.2

　小さくなったチョークを捨てているのをみて「もったいない」と思い、チョークのリユースがで
きないか、と考えてこの実験を行った。

　本研究はチョークの再利用を試みた研究である。１年次の研究ではチョークを絵の具や再度
チョークとして利用することを研究していたが、本研究では、より完成度の高いチョークを作成す
るための条件について探究した。また、炭酸カルシウムを固めた場合との比較から、チョークに含
まれる粘結剤が再利用可能であることを示していたり、石灰岩から発想を得て、岩石の続成作用を
ふまえてより固く使いやすいチョークを作成する方法について探究し、検証したりしている。

●研究テーマ
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まとめや感想

　この研究を通して、チョークはホタテの貝殻などから再利用されていることを知った。また
チョークを実際につくり、小さくなったチョークを再びチョークとして再利用することができる
ことがわかった。今後は実験する機会があれば、書きやすさや見た目などのクオリティを上げる
ことに挑戦していきたい。

動機

中
学
生
の
優
秀
賞
・
優
良
賞

62

　私の好きなポテトチップスを食べているとき、なぜポテトチップスはどれも曲がっているのかと
疑問に思い、自分が栽培したジャガイモを用いて調べることにした。

　私が栽培した特性の異なる5種類のジャガイモを用いて、様々な条件下でポテトチップスを作り、ポ
テトチップスの曲がる原因や曲がるときにどのような変化が生じているのかについて調べた。
　「品種別」、「揚げる時間」、「スライスの厚さ」、「スライスの方向」、「調理方法」について条件を変えた
実験を行った。
　実験の結果、ポテトチップスが曲がる原因は、高温の油で揚げることにより、ジャガイモ内の水分が
抜け、細胞壁が不規則に縮んで変形し、細胞間のところどころに空洞が生じるためであること、さら
に、ジャガイモの繊維に沿って曲がる傾向があることが分かった。
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ジャガイモの研究 パート 5
ポテトチップスはなぜ曲がっているのか
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まとめや感想
　小学4年生から5年間続けてきたジャガイモの研究。一つの実験をすると、そこから新たな疑問が
生じ、さらに実験を重ねていくと新たな発見が得られ、興味がさらに湧き、研究を継続していくのが
楽しくなっていった。これからの学校生活にも、研究を通じて得た探求心や継続して取り組む力を
生かしていきたい。
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